
 
 

2021年度の県内温室効果ガス排出量について 

県内温室効果ガス排出量 

図１ 県内温室効果ガス排出量の推移（部門別） 

 

注1 都道府県別エネルギー消費統計、自動車燃料消費量調査等を用いた環境省策定のマニュアルによる手法等に基づき、排出量

を算定しました。 
2 ｢群馬県地球温暖化対策実行計画2021-2030（区域施策編）｣（第1次改定版）の目標。 

3  実行計画（第 1次改定版）では、前計画から算定手法の見直しを行っているため、前計画期間中の排出量と差異があり

ます。 

4 その他ガスの算定手法を見直したため、実行計画（第１次改定版）記載の数値から修正しています。 

 １．２０２１年度の県内温室効果ガス排出量 
 ２０２１年度の県内温室効果ガス排出量は、14,268 千 t-CO2 で、基準年度（2013 年度）に比べ 18.5％減少
しました。 
 

 ２．県内温室効果ガス排出量の推移 
（1）基準年度（2013 年度）から概ね減少傾向にあります。 
（２）２０２１年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大で停滞していた経済活動の再開により、生活関連
サービス業・娯楽業等を含む業務部門を中心として県内の消費エネルギーが全体的に増加したため、前年
度に比べ排出量が増加しました。 

 
 

令和６年９月 12 日 
知事戦略部 グリーンイノベーション推進課 
戦略推進係 
電話：027-226-2817 内線：2817 



 
表１ 県内温室効果ガス排出量の状況 

 

※1  エネルギー起源ＣＯ２の「その他」については固定値。 

2  項目ごとに四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。 

 

表２ 部門別の主な指標の推移（2013 年度～2021 年度） 

 
※1 算出根拠となる「都道府県別エネルギー消費統計」の数値が 1990（平成 2）年度に遡って改訂されたため、数値を見直しました。 

2 2014（平成 26）年度の数値。 

3 集計単位は年次。 

4 旧計画「群馬県地球温暖化対策実行計画 2011-2020」から現計画「群馬県地球温暖化対策実行計画 2021-2030」への移行に伴い、数

値を見直しました。 

 
 


